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1．GakuNin RDMとは

GakuNin RDMは、国立情報学研究所（NII）が提供する研究データ管理システムであり、研究者が研究活動

の中で生成・収集するデータを安全かつ効率的に管理・共有するためのサービスです。

使い方は付録に示すオンラインマニュアルを参照してください。

主な特徴と機能

・研究データの一元管理

研究チームが持つ多様なデータを一つのプロジェクト単位で整理・保存し、メンバー間で共有できます。

メンバーには、鹿児島大学所属者（学生・教職員）はもちろん、学認※参加の他機関の構成員もメンバーにすること
ができます。

・外部ストレージ連携

S3 Compatible Storageや各種クラウドストレージと接続が可能です。

・研究公正の確保

タイムスタンプ機能により、ある時点でのデータの存在や改変の有無を証明でき、研究不正の防止に役立

 ちます。

・シングルサインオン対応

学術認証フェデレーションに対応しており、学外からでも普段と同じ環境で利用できます。

※学認とは国立情報学研究所（NII)が運営する学術認証フェデレーションです。詳しくは https://www.gakunin.jp/ を参照。

https://www.gakunin.jp/


2．GakuNin RDMへのログイン

①.下記URLからGakuNin RDMにアクセス

GakuNin RDMのサイトが表示されたら↓をクリックして鹿児島大学をクリックする。

選択ボタンをクリックする事で統合認証のページに遷移

https://rdm.nii.ac.jp/

https://rdm.nii.ac.jp/


②.鹿児島大学統合認証ページから鹿児島大学ID及びパスワードを入力してログインします。

2．GakuNin RDMへのログイン



3．GakuNin RDMでのアカウントの設定（初回ログイン時）
①.登録メールアドレス設定

登録メールアドレスを入力してメールアドレスを追加ボタンをクリック



②.登録メールアドレスに届く、GakuNin RDMからのメール本文内のリンクをクリックして、メール

アドレスを認証する。

3．GakuNin RDMでのアカウントの設定（初回ログイン時）



③.リンクをクリックすると、メールの追加確認画面が表示され、「メールを追加」ボタンをクリックして

氏名、姓、名前、姓（英語）、名前（英語）及び職歴内の所属、所属（英語）を入力する。

3．GakuNin RDMでのアカウントの設定（初回ログイン時）



4．GakuNin RDMでのプロジェクトの作成

①.新規プロジェクトの作成（研究データの保管単位）
※プロジェクトごとにメンバーを設定することができるので、必要に応じて複数のプロジェクトを作成してください。



②.プロジェクトのタイトルを入力して作成ボタンをクリック

③.プロジェクトが作成されたら、「プロジェクトへ移動」ボタンをクリック

4．GakuNin RDMでのプロジェクトの作成



5．プロジェクトへのファイルのアップロード

①.プロジェクトが表示されたら「ファイル」をクリック



②. NII Storageを選択後、表示されるフォルダーアップロードまたはアップロード（ファイル）を選択

③. フォルダーまたはファイルを選択後アップロードボタンをクリック

5．プロジェクトへのファイルのアップロード



6．拡張ストレージの使用準備（Cloudian）
• 拡張ストレージについて

GakuNin標準ストレージ（NII Storage）とは別に、外部ストレージ（ S3 Compatible Storage (Cloudian) 

OneDrive等）をプロジェクトに拡張ストレージとして追加設定することで、標準ストレージと同様に利用

することが可能です。

鹿児島大学として、 S3 Compatible Storage (Cloudian)を用意しているので利用（追加）可能です。

※但し、 GakuNin RDM の仕様により、S3 Compatible Storageは一種類のサービスのみ利用可能です。

複数のS3 Compatible Storageの併用はできません。

S3 Compatible Storage （Cloudian）

GakuNin RDM

OneDrive

DropBox等

100GB

100GB
追加できる



①.GakuNin RDMからの接続で必要となるアクセスキーを確認するために、下記URLから
Cloudian Management Console (CMC)にアクセスしてログイン

https://cmc.cc.kagoshima-u.ac.jp:8443/

グループID：ku-staff （固定）
ユーザID：鹿児島大学ID（kxxxxxxx） パスワード：統合認証のパスワードを入力

6．拡張ストレージの使用準備（Cloudian）

https://cmc.cc.kagoshima-u.ac.jp:8443/Cloudian/login.htm
https://cmc.cc.kagoshima-u.ac.jp:8443/Cloudian/login.htm
https://cmc.cc.kagoshima-u.ac.jp:8443/Cloudian/login.htm


②.CMCのアカウントタグ→セキュリティー証明書を選択
GakuNin RDMからの接続で必要となるアクセスキーIDの取得及び、シークレットキーを

「View Securet Key」を選択してその後表示される値を取得する。

6．拡張ストレージの使用準備（Cloudian）



③. GakuNin RDMに戻り、ストレージを追加するプロジェクトを選択してプロジェクト内のアドオンをクリック

→S3 Compatible Storageのアドオンを有効化するをクリックする。

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



④.アドオンを規約を確認して確認ボタンをクリックする。

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



⑤アドオンを有効にすると表示される、「アドオンを構成」の「プロファイルからアカウントをインポート」を
クリック→S3 Compatible Storageアカウントに接続ボタンをクリック

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



⑥.Ｓ３互換ストレージアカウントを接続する画面にて、下記項目を入力する。
・Ｓ３互換サービス：Kagoshima University RDM storage(Cloudian)を選択
・アクセスキー：②で取得したアクセスキーIDを入力
・シークレットキー：②で取得したシークレットキーを入力

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



⑦.使用するBucket（フォルダー）作成
bucketを作成ボタンをクリックして、Bucket Nameに名前を入力してcreateボタンをクリックする。

※ Bucket Nameは、全学で一意の値にする必要があり、すでに使用されている場合にはエラーが発生します。
 このためBucket Nameの先頭に鹿児島大学IDなどを付けるなど、一意になるようにしてください。
またBucket Nameに使用可能な文字種は、英字小文字、数字、ハイフン (-) 、ピリオド (.)です。

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



⑧. bucket作成後、使用するBucketを選択して保存をクリック
※Bucketは、複数作成可能ですが、プロジェクトで使用できるBucketは１つのみです。

複数のプロジェクトで同じBucketを利用することもできますが、ファイルがそれぞれのプロジェクト
参加メンバーからアクセスできるので、プロジェクトごとにBucketを分けた方が良いでしょう。

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



⑨.ファイルをクリックして作成したBucketが、S3 Compatible Storageに表示されることを確認します。

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）



⑩.フォルダー及びファイルの作成
S3 Compatible Storageをクリックすることで、フォルダーのアップロード、アップロード、
新規フォルダー作成、新規ファイルが表示され、これらの項目を選択して作成します。

7．GakuNin RDMプロジェクトへの拡張ストレージ追加（Cloudian）

※フォルダー及びファイル名称に使用可能な文字種関しては、英数字及び下記の記号が使用可能です。
但しアスタリスク (*)は、Windowsでは使えないため、使わない方が無難です。
漢字に関しても技術的には使用可能ですが、運用上のトラブルを避けるため非推奨です。

<使用可能な記号>
感嘆符 (!)､ハイフン (-) ､下線 (_) ､ピリオド (.) ､アスタリスク (*) ､一重引用符 (') ､左丸括弧 (() ､右丸括弧 ())



8．付録 GakuNin RDM・Cloudianオンラインマニュアル

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/

＜GakuNin RDMオンラインマニュアル＞RDM

＜GakuNin RDM活用事例集＞RDM

https://support.rdm.nii.ac.jp/casestudy/

https://support.rdm.nii.ac.jp/casestudy/

＜GakuNin RDM Q&A集＞RDM

https://support.rdm.nii.ac.jp/faq/

https://support.rdm.nii.ac.jp/faq/

＜ Cloudian HyperStore利用者マニュアル＞RDM

拡張ストレージ利用マニュアル（HyperStore利用者マニュアル）

https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/
https://support.rdm.nii.ac.jp/casestudy/
https://support.rdm.nii.ac.jp/casestudy/
https://support.rdm.nii.ac.jp/casestudy/
https://support.rdm.nii.ac.jp/faq/
https://kadai.sharepoint.com/:b:/s/ko365-msteams_6cae38/ESPt2tcw3ApFmSDxydrtPZwBgPaUmyyHKJGGE_vMyrcxXA?e=B6REQY
https://kadai.sharepoint.com/:b:/s/ko365-msteams_6cae38/ESPt2tcw3ApFmSDxydrtPZwBgPaUmyyHKJGGE_vMyrcxXA?e=B6REQY
https://kadai.sharepoint.com/:b:/s/ko365-msteams_6cae38/ESPt2tcw3ApFmSDxydrtPZwBgPaUmyyHKJGGE_vMyrcxXA?e=B6REQY
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